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夏のキャンプ どんなキャンプだったの？ 
今年の夏のキャンプは、千葉ＹＭＣＡ主催のも

のが７本、柏ＹＭＣＡ主催のものが６本の合計 13

本が行われ、キャンプ参加者は延べ 254 名に上り

ました。今回は、磐梯高原の沼沢湖で行なわれた

“森と湖のカヌーキャンプ”のレポートをお送り

します。 

“森と湖のカヌーキャンプ”は、小学１年から

中学３年までを対象としたもので、インストラク

ターの指導のもとにカヌーをやったり、釣りをし

たりして楽しんできました。今回は、８月６日か

ら９日の３泊４日のキャンプに４１名のメンバー

と９名のリーダーが参加しました。 

メンバー（参加者）の声  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 今年のカヌーキャンプは、本当に最高だった。そ

れは“人を思いやる心”が持てたことだ。私のグル

ープにも障害を持った友達が二人いた。リーダーが

リーダー会でいない夜中に、友達が暑がったので扇

風機をつけてあげた。リーダー達がメンバーの生活

面のことを手伝っているのをみていたが、実際にや

ってみると大変なこ だとわかった。私は、その時 

キャンプはどのようにやるか？ 
ＹＭＣＡのキャンプは、長い歴史をもっていま

すが、具体的にひとつのキャンプをどのようにや

るのか紹介します。キャンプの企画はＹＭＣＡの

スタッフとボランティアリーダーが話しあって決

めます。リーダーのトレーニングとキャンプ場の

下見をします。リーダー達はキャンプのプログラ

ムを話しあって決めます。そしてキャンプの参加

者を募集し、キャンプの前に説明会を開きます。 
 そしてキャンプ本番になります。キャンプが終

わると、リーダー達はキャンプの反省会を持ち、

キャンプ参加者に対しては１～２ヶ月以内に“思

い出会”と呼ばれるフォローアップの機会を持ち

ます。ひとつのキャンプをやるだけでもこれだけ

の手間暇をかけているのです。 

メンバーの親
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船橋ＹＭＣＡの２００１年９月から向う１年間の行事予定 

囲まれた湖でカヌーを楽しむことが出来ま

した。「やった・できた・楽しかった」とキ

ャンプ生活を通して、子ども達が輝いていき

ました。日常では体験できない事柄を、リー

ダーやグループの仲間と共に歩む事が出来

たと感じます。       石川 俊明 

プの最後、バスから降りて涙する我が子、

から次えと溢れ出す我が子、その様子を

で心がいっぱい豊かになったのが感じら

の夏も心の財産が増えた。ＹＭＣＡのキ

動には不安は全くない。見守ってくれる

タ・リーダー、そして仲間がいる。 
ボランティア募集！ 

て言葉につくせない感謝の気持ちでいっ

る。          滝田 厚子  船橋ＹＭＣＡでは、１０月２７日（土）に行な

われる“車いすウォーキングフェスティバル”に

今年も協賛参加します。この行事にボランティア

としてお手伝いいただける方を募集しております。

参 加 し て み た い と 思 わ れ る 方 は お 電 話

（ 047-425-6366 ）で石川までお知らせください。 

ーの声 
キャンプでは、グループを持たなかった

れのグループの様子を良く見ることがで

。そして僕はこのキャンプ中で、変わっ

ども達と、変わっていくリーダーを見ま

ども達同士、子ども達がリーダーへ、リ

子ども達へ与える影響は大きいんだなと

た。 
、これがあるからリーダーをやっている

れないと考えさせられました。これから

達にいろんな影響を与え、与えてもらい

います。        加賀山 望 

クタ（責任者）の声 
から、子ども達の元気な声が聞こえ

。普段はひとけがない湖もこの時期

、色とりどりのカヌーが、賑やかに

を咲かせています。カヌーを初めて

子、何回か経験がある子も、緑に 

編集後記 

 献品のお願い 

 船橋ＹＭＣＡは、１１月３日に日本基督教団船

橋教会で行なわれるバザーに参加する予定です。

この売り上げは、船橋教会と船橋ＹＭＣＡの活動

費にあてられます。バザーにご提供願えるものが

あれば取りに伺いますので、恐れ入りますが下記

の手段で槇（まき）までお知らせください。 
TEL 047-476-4700  FAX 047-476-4708 

 E-mail : kmaki@beige.ocn.ne.jp 

 ＹＭＣＡの活動の中でキャンプは最もＹＭＣＡ

らしさが出る活動です。今回は、この夏行なわれ

たひとつのキャンプを立体的にとらえてレポート

してみました。(槇) 
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